
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
三
年
六
月
二
十
九
日
提
出

質

問

第

一

三

一

号
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国
民
資
産
で
あ
る
年
金
の
会
計
処
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

五
月
二
十
五
日
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
私
は
年
金
制
度
の
改
革
を
述
べ
た
。
看
過
し
得
な
い
例
と
し
て
「
厚
生
年
金
を

管
理
運
用
し
て
い
る
厚
生
保
険
特
別
会
計
の
事
務
費
の
一
部
や
、
同
特
別
会
計
の
業
務
を
担
当
す
る
社
会
保
険
庁
職
員
の
共
済

年
金
の
掛
金
、
こ
れ
は
事
業
主
負
担
金
で
す
が
、
こ
こ
へ
年
金
加
入
者
の
掛
金
、
保
険
料
を
一
般
会
計
に
雑
収
入
や
前
年
度
剰

余
金
な
ど
の
形
で
投
げ
込
ん
で
流
用
、
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
や
め
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の
雑
収
入
や

前
年
度
剰
余
金
は
、
国
民
の
年
金
掛
金
が
生
み
出
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
問
い
ま
し
た
。

坂
口
力
厚
生
労
働
大
臣
は
事
務
費
の
一
部
を
流
用
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
「
わ
ず
か
な
事
務
費
の
た
め
に
年
金
の
信
頼
を
崩

す
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
胸
を
張
っ
て
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
答
え
の
で
き
る
よ
う
に
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
点
を
今
後
精
査
し
、
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省
（
旧
厚
生
省
）
で
は
、
ど
の
よ
う
な
整
理
の
も
と
、
ど
の
よ
う
な
原
則
に
の
っ
と
っ
て
項
目
間
流

用
を
行
っ
て
き
た
の
か
。
ま
た
今
後
、
ど
の
よ
う
に
改
め
る
の
か
、
明
確
に
示
さ
れ
た
い
。

一



二

「
厚
生
保
険
特
別
会
計
」
の
「
福
祉
施
設
事
業
費
」
に
つ
い
て
、
同
事
業
費
を
「
業
務
取
扱
費
」
な
ど
に
使
用
す
る
場
合

の
原
則
と
手
続
き
、
さ
ら
に
は
根
拠
法
に
つ
い
て
明
確
か
つ
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。

こ
の
場
合
、
「
福
祉
施
設
事
業
費
」
の
各
項
目
ご
と
に
、
福
祉
業
務
使
用
比
率
と
他
の
業
務
で
の
使
用
比
率
を
昭
和
三
十

六
年
か
ら
今
日
ま
で
年
度
別
に
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


